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地域ケアシステムを構築した際に保健婦がもちいた能力

岡田 麻里 村嶋 幸代 麻原きよみ

　本研究の目的は，保健婦が地域ケアシステムを構築する際にどのような能力を用いたかを明らかにするこ

とである。

　研究対象は，地域のケアシステムをつくった保健婦4人であり，機縁法により選定した。分析に際しては，

Bennerの提案した看護実践の7領域を枠組みとし，Descriptive Methodを用いて分析した。

　4人の保健婦は，システム構築に際しBennerの提示した7つの領域のうち6つの領域で機能を発揮して

いた。このうち「組織化の能力と仕事役割能力」では非常に多くの記述があり，さらに7つの項目に細分化

された，「保健婦としての姿勢」・「情報の獲得と提供」・「制度の活用」・「発言力」・「将来を見通した創造力」

・「予算化」・「知識の獲得」であり，システム構築の際の共通点であると考えられた。

　4人の保健婦とも，システム構築の原動力となったのは，個別事例に接して強く心を動かされ，怒りや，

無力感，行き詰まりを感じたことであった。すなわち個人の問題解決への強い願いが地域の健康問題解決の

ためのシステムづくりに発展していった。このことは，保健婦が個別ケアから帰納的に地域の問題を抽出

し，その問題解決のために活動していると解釈される。この点に，看護を基盤として，行政の中で働く保健

婦の独自性があると考えられた。システム構築の過程で，予算化・条例化等も行っており，保健婦がそれを

推進する役割を担っていた。このような点に，行政機構内に保健婦が存在する意義の一つがあると考えられ

た。
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